









大 会 発 表 要 旨1998.11.7-8
ア ン リ ・マ テ ィ ス の絵 画 と装 飾
永井隆則/京都工芸繊維大学
1970年,パリの グラン ・パ レで 「マティス
展」 が開催 され,72年に ジャック ・フ ラムの,
73年に ドミニ ック ・フル カ ッ ドのマ ティ ス
(1869-1954)研究が発表 され,フ ラ ンスで
マティス再評価 の機運 が高 ま った事 は記憶 に
新 しい。 これ に応 えて1974年,書評誌 として
知 られ る 『ク リティ ック誌』 は 「マティス特
集号」 を組 んだが,執 筆者 の一人 で,フ ラン
スの美術史家 ジゼン ・クロー ド・レーベ ンシュ
テイ ンは,当 時のマティス研究,マ ティス像
を次 のよ うに要 約 した。 レーベ ンシュテイ ン
によれば,2人 のマティスが いる。一人 はフ
ランス人批 評家や美術史家 の形成 して きた幸
福 の画家,彼 の作品の タイ トルにあるよ うに
「豪奢,静 寂,悦 楽」 とい うフ ラ ンス的価 値
の体現者 と してのマティス。 もう一人 は,ア
ングロ ・サ クソン系 の美術史家が形成 して き
た,オ ール オーヴァーの抽象絵画 の先駆者 と
してのマ ティスであ る。前者 は,19世紀末 に
始 ま り第二 次大戦後 も続 くフランスの 「近代
具象」 な い しは 「新具象」 の系譜 でマティス
を評価 し,後 者 は,ミ ニマル ・アー トまで続
くニ ュー ヨーク派の起源 としてマティスを評
価 す ると言 い換えて もよい。 レーベ ンシ3テ,
イ ンは,後 者の マティス像 を問題 に し,ア メ
リカの批評 が マティ スの制作 を純粋 な造形,
すなわち,色 彩平面 のオール ・オー ヴァー絵
画 の可能性 と して単純化 して語 って きたのに
対 して,モ デル とマティスの関係,色 彩 によ
る画面構築 の システ ム,絵 画 とい う制度 に対
す るマテ ィスの問題提起 など,マ ティスの制
作 の複雑 さを掘 り起 こしてい った。 しか し多




































とする空間性 と構成の原理」,最後 に 「包み
込む働き」であった。
では,装飾原理への参照 は,全体としてど
のような動機付 けか ら行われたのであろ う








家のノー ト」で語 られた 「表現」をマティス
の芸術論のキーワー ドと見な し,19世紀に生
き残 っていたアカデミックな意味での表現理























































うな)で はな く,装飾をモデルとした構造 と
特殊な作用にむしろ求あられるべきであろう。
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